






はじめに 

 近年,未熟児・新生児医療の進歩はめざましく,NICU の整備と共に低出生体重児の死亡率

は急速に低下しつつある。しかし,より小さな未熟児に対して積極的な呼吸管理を行う場合,

より安全で信頼性の高い呼吸管理を確立することが重要である。すなわち,従来のインピー

ダンス法による呼吸監視では,新生児に与える負荷も大きく,又体動による呼吸パターンの

乱れや,「無呼吸」時の胸郭変動による誤認,及び心拍の混入による誤認等信頼性の点で問

題があった。この為,これらの欠点には左右されない方法として,小型ガス分析装置を開発

し,新生児の呼吸毎の呼気ガス濃度分析に基づく新しい呼吸監視を試み,厚生行政に資せん

とした。 


